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1. エクセルを立ち上げる 
 
2. Ａ列を 30、Ｂ列を 140、ＣからＩ列はそのまま、Ｊ列を 145ピクセルくらいにする 
 
3. １行から 18行までの行の高さを 28ピクセルくらいにする 

 
4. Ｂ1 セルに、文字サイズを 14にして「１年Ａ組 1学期の成績一覧」と入力する 

 
5. Ａ2 からＪ18セルをドラッグで選択し、罫線（格子）を付ける 

 
6. 下の表と同じように文字、数字を入力する（数字は半角で） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

7. Ｇ3 セルにオートサムを用いて４科目の合計を計算する式を入力し、その式をＧ17
セルまでオートフィル機能を使ってコピーする 
 

8. Ｈ3 セルに「AVERAGE（平均値）」関数を用いて、４教科の平均点を計算する式を入
力し、「セルの桁上げ、桁下げ」ボタンで小数点以下１桁までの表示にしてから、
Ｈ17 セルまでオートフィル機能を使って式をコピーする 

 
9. Ｃ18 セルに「AVERAGE（平均値）」関数を用いて、組全体の「こくご」の平均点を計

算する式を入力し、小数点以下 1 桁表示にしてからＦ18セルまでオートフィル機能
を使って式をコピーする 

 
10. Ｇ18、Ｈ18、Ｉ18、Ｊ18セルに斜線を引く 
 

11. 次ページのように出来ていれば、ひとまず「１年Ａ組 1学期の成績一覧」と名前を
付けて保存する 

 

ＩＦ関数を使って成績判定  
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12. ここからは、ＩＦ関数を用いて、平均点が 60点以上なら｢合格｣、60 点未満なら「不
合格」と「はんてい」欄に記入させる作業をする 

 
① まず、Ｉ(ｱｲ)3セルをクリック → 関数の挿入 → IF → ＯＫ 

 
② 各欄に次の通り入力して ＯＫ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ Ｉ(ｱｲ）3 セルに「合
格」と出たらＩ17 セ

ルまでオートフィル
機能を使って式をコ
ピーする 

 
 

13. ここまでを上書き保存
する 

 
※ 初心の方は、Ｊ列を削除

して、ここまでで完了と
してもよい 

Ｈ3＞＝60 と入力（Ｈ3はクリックで） 

 

「合格」 と入力 

 

「不合格」 と入力 
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14. 「コメント欄」にＩＦ関数の入れ子を用いて、下の様なコメント（顔文字も入れて）

を書く式を入力する 

 (1) 85 点以上の子には   「すばらしい(^。^)(^。^)！！」 

(2) 70 点以上の子には   「がんばったね（＾ｖ＾）」 

(3) 60 点以上の子には   「すべりこみセーフ(@_@)」 

(4)  不合格の子には     「つぎはがんばろうね(+o+)」 

 

※ 顔文字を描くには： 「言語バー」の変換モードを「話し言葉優先」に切り替 

えて「かお」と入力、変換すると「顔文字」がすぐに出る 

 

① Ｊ3セルをクリック → 関数の挿入 → IF → ＯＫ 
 

② まず 14.の（1）のために、「論理式」欄にカーソルを出して、半角で「Ｈ3＞＝85」

（平均点が 85.0以上だったら）と入力する 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

③ 次に、「真の場合」の欄に、「すばらしい(^。^)(^。^)！！」と入力する 

 
④ 次は、「偽の場合」の欄にカーソルを出してから、「名前ボックス」の「ＩＦ」を

クリックすると先ほどと同じような「関数の引数」枠が出てくる 
 

※ これは「85 点以上でなかった場合」にはどうするかを入れる枠で「ＩＦのネ
スト（入れ子とも）」と言う 

 

⑤ ここでは、「論理式」に「H3>=70」と入力し、  
「真の場合」に「がんばったね（＾ｖ＾）」、 
「偽の場合」では「名前ボックス」の「ＩＦ」をクリック 
 

⑥ 上の繰返しで、「論理式」に「H3>=60」と入力、 
「真の場合」に「すべりこみセーフ(@_@)」、  
「偽の場合」に（最後なので）「つぎはがんばろうね(+o+)」と入力  

（次ページの「まとめ」を参照） 
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15. Ｊ3 セルに「すばらしい(^。^)(^。^)！！」 と出たら Ｊ17 セルまでオートフィル機能を使って

式をコピーする 
 

16. Ｊ列の幅を自動調整する 
 

17. 下のように出来ていることを確認して上書き保存する（完成） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
18.  
 
 

 

まとめ 

（1）論理式: H3>=85  → 真:「すばらしい(^。^)(^。^)！！」 → 偽：IF をクリック 

（2）論理式: H3>=70  → 真:「がんばったね（＾ｖ＾）」  →  偽：IF をクリック 

（3）論理式: H3>=60   → 真：「すべりこみセーフ(@_@)」 → （4）偽：「つぎはがんばろうね(+o+)」  

     


